
番 号  １ 

平成２５年１２月 ２日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  ７番   阿 部 則比古 

 

 平 成 ２５年 １２月  ２日       

午前・午後  ２時００分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１．本市の中長期的な財政に大きな不安を感じる。 

門脇市長はどのように考えているのか。 

 

２．門脇市長が一期目の目玉施策として遂行して来た地域運営体のような施策

は、２期目ではどのようにするつもりか。 

 

３．医療局が全くと言っていいほど、市民の期待したような役割を果たしてい

ない。２期目に向かってどうするつもりなのか伺う。 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ２ 

平成２５年１２月 ２日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  ９番   黒 沢 龍 己 

 

 平 成 ２５年 １２月  ２日 

午前・午後  ２時５５分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１．コメ政策について 

  来年度から大きく変わる水田政策により、農家は減反の取り組みに不安と

戸惑いでいっぱいのことと思います。こうした心配を早く取り除くためにも、

迅速な説明、対応が必要と思いますが、市としての進め方、考え方について

伺います。 

(１)  農業所得減少対策について 

(２)  取り組み作物の選択について 

(３)  中山間地域農家の格差課題について 

(４)  ６次産業化に対する市としての考え方について 

 

２．神代中央道路延長計画について 

  神代中央道は、当初の計画より遅れているようですが、もう少しで課題が

解決し、数年で計画路線の開通が図られることと思います。この路線の必要

性、利便性を考えた場合、この後もさらなる延伸を視野に入れ、桧木内川に

新しい橋を架けるなどの計画になると、尚いっそう広域的な交通の利便性が

良くなると思います。 

  近隣住民とのアクセス、農山村交流、また災害時の利用等仙北市にとって

将来有効であり、活性化につながると思いますが、市長の思いを伺います。 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ３ 

平成２５年１２月 ３日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員 １１番   荒木田 俊 一 

 

 平 成 ２５年 １２月  ３日 

午前・午後  ９時１５分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１．２期目に入った門脇市政について 

(1) 一期目の｢明日を創る８つの約束｣は継続するのか。 

(2) 市民の満足度が上がらない理由をどう捉えているのか。 

(3) 市長の思いが先行し、職員との政策協議が十分になされていないと思う

場面があると感じるが市長は感じていないのか。 

(4) スケジュールがあまりにも過密で、外に向けた行動は多いが、内部がお

ろそかになってはいないのか。 

  

２．機構改革について 

(1) 環境防災課の内、防災部門は総務部 に変更すべきと思うがどうか。 

(2) 消防団に機能別団員制度を導入する考えはないか。 

(3) 角館庁舎問題はどうなっているのか。 

 

３．市の記念日の制定について 

(1) 記念日を制定する考えはないか。 

   

４．表彰規則について 

(1) 規則は作られているが、表彰者がいないことは、対象者がいないという

ことなのか。 

 

５．急変する農業政策問題について   

(1) 影響をどのように捉えているか 

   経済的な面、市政に与える影響、環境維持の面 

(2) 対応策をどのように考えているのか。 

   特に｢戦略作物助成、産地資金｣はどうなるのか。 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ４ 

平成２５年１２月 ３日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  ２番   熊 谷 一 夫 

 

 平 成 ２５年 １２月  ３日 

午前・午後 １０時２０分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１．財政の「見える化」・・・公会計制度の導入について 

(1) 大別して四種類の会計モデルの中でどの会計モデルを採用するのか？ 

(2) 公会計制度の導入時期はいつになるのか？（財務諸表の公表時期は） 

(3) 公会計制度の活用について 

① 市民一人当たりの資産と負債の明確化・・財政の見える化 

② インフラ更新資産の選択と集中 

③ 事業仕分け・・「廃止」「改善」「拡大」に分類 

④ 合併１０年以後の地方交付税減額に対応した中長期計画の作成 

 

２．命を守る防災・減災対策について 

(1) 安全・安心メールの加入率向上の施策は？現在の加入者数は？  

(2) 自主防災組織を市内に何箇所を作る計画か？現在設置された町内組織

数は？ 

(3) ２度の大きな災害（水害と土石流）が起こった８月を「仙北市防災の月」

と制定し、この期間に防災教育、防災・避難訓練等を行なって、防災意識

を高め“命を守る防災月間”としたらどうか？ 

 

３．６次産業化への取り組み 

(1) 本市の６次産業化の取り組み状況 

(2) 生産者（農業者）への意識啓発と加工・販売プロデュースは？ 

(3) 今後の民間企業との関わりと課題は？ 

 

 

 

上記のとおり通告します。 









番 号  ５ 

平成２５年１２月 ３日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員 ２１番   真 崎 寿 浩 

 

 平 成 ２５年 １２月  ３日 

午前・午後 １１時４３分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１．観光について（仙北市の観光とは？） 

 (1) 抱返り渓谷の開発、保護、整備について 

 (2) 観光産業に対する住民への意識改革について 

 (3) 受け入れ体制は万全なのか？ 

   （おもてなしの気持ちは持っているのか・・・） 

 

２．命の根源「水」 

 (1) 水道事業について 

   未普及地における整備計画を明確にする必要があると思うが？ 

 

３．行政財産の管理は万全なのか 

 (1) 安全で安心な地域づくりのために 

   市道等の改良について、安全対策も含めて、根本的な考えを 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ６ 

平成２５年１２月 ３日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  ３番   門 脇 民 夫 

 

 平 成 ２５年 １２月  ３日 

午前・午後  ９時５５分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１．防災について 

(1) 地域防災計画の見直しについて 

(2) ボランティアの受け入れについて 

(3) 児童、生徒の避難体制について 

(4) 自主防災組織について 

 

２．除雪について 

 (1) 除雪車の出動基準について 

 (2) 除雪車オペレーターの技術向上講習について 

 (3) 住宅密集地域における除雪スペースの確保について 

 

３．少子化対策について 

 (1) 子育て支援について 

 (2) 結婚支援について 

 

４．農業の未来展望について 

 (1) 農地中間管理機構について 

 (2) 米の生産調整（減反）制度の廃止について 

 

 

上記のとおり通告します。 
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